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学会長あいさつ

　第72回日本理学療法学会は令和６年５月19日（日）東京都千代田区「日本教育会館」
を会場に１日学会として開催いたします。
　本協会の基幹事業であります「日本理学療法学会」は、協会が主催し各地方組織
の協力により輪番制で開催を担当し２日間の会期で毎年開催してまいりましたが、
この度は、地方組織の諸般の事情により「第 72 回日本理学療法学会」は協会本部の
主催及び担当で１日の会期で開催することとなりました。
　昭和27年に「日本理学治療学会」として第1回の学会が開催され、常にリハビリテー
ション及び理学療法における学識、技術の研鑽に努め、諸先輩が培ってきた手技が、
我が国の理学療法の発展に寄与してきたことは言うまでもありません。
　その歴史を踏まえ「第 72 回日本理学療法学会」では、あん摩マッサージ指圧師・
柔道整復師・はり師・きゅう師の本業である手技、徒手療法についてより一層の専
門性を高めるため、「筋・筋膜組織の構造と最新の基礎研究について学ぶ」－我々の
手技が挑むべきことの探求－をテーマに開催いたします。長年培われてきた理学療
法における手技療法の効果と方向性を探る目的で骨格筋を探求する学会を企画しま
した。
　疾病や怪我などで起こる関節可動域制限や、肩こり、腰痛、膝関節痛など運動器
疾患の多くは骨格筋に由来した症例であり、高齢者の筋力低下で起こるサルコペニ
ア、フレイル、ロコモティブシンドロームなど臨床に直結するテーマで学会を開催
いたします。
　また、市民公開講座では、高齢者が要介護の状態へ陥らないよう人生の最後まで
自分の足で歩む、このような健康寿命の延伸に向けた取り組みとして、「健康いきい
き生活を送るための栄養学」について学ぶ機会をもうけました。
　さらに、会員研究発表を行い、会員相互の知識向上に努めるとともに学術交換の
場を企画しております。
　会員諸氏におかれましては、本学会が実りある学会となりますよう皆様のご理解、
ご協力並びに学会へのご参加を心よりお願い申し上げ、学会開催の挨拶といたし
ます。

　
　第 72 回　日本理学療法学会

　学 会 長　小路口　憲
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 テ ー マ 「筋・筋膜組織の構造と最新の基礎研究について学ぶ」
    　　̶　我々の手技が挑むべきことの探求　̶

　 開催形態 集合・対面

 会　　期 令和６年５月18日（土）　第65回　定時代議員総会 11:00～16：30（予定）
    令和６年５月19日（日）　第72回　日本理学療法学会 9:30～16:30（予定）
    特別講演 / 市民公開講座 / 会員発表 / 総会報告会等

　 会　　場 一般財団法人　日本教育会館　７階　701～ 702 号室
    〒 101-0003 東京都千代田区一ツ橋 2-6-2　電話 03-3230-2833
    地下鉄都営新宿線・東京メトロ半蔵門線神保町駅（A1出口）下車徒歩3分
    地下鉄都営三田線神保町駅 (A1出口 )下車徒歩 5 分、他

　 参 加 費 会　　　　員 　8 ,000 円（事前） 　12 ,000 円（当日）
    会　員　外 　12 ,000 円（事前） 　16 ,000 円（当日）
    学　　　　生 　無　料
    市民公開講座 　無　料

 参加申込 学会参加申し込み要項（参加費納入方法含む）は、令和 6 年 3月発行の
　    「学会抄録・プログラム集」及び協会ホームページをご参照ください。

 演　　題 演題募集要項及び演題申込書をご参照しお申込みください。
    演題申込書は、協会ホームページからダウンロードできます。

　 単 位 数 運動療法機能訓練技能認定登録単位
    参加　10 単位　　演題発表　５単位
    （交付単位を学会当日それぞれ交付します）

第 72 回　日本理学療法学会　開催要項
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学　会　内　容

１．特 別 講 演
  テ ー マ ： 筋・筋膜組織の構造と最新の基礎研究について
  講　　師 ： 地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター研究所
   老年病態研究チーム 運動器グループ 研究部長

   医学博士　重
しげ

　本
もと

　和
かず

　宏
ひろ
　先生

２．市民公開講座
 　テ ー マ ： 高齢者の運動とフレイルにおける栄養・食事指導について　
 　講　　師 ： 地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター研究所
   自立促進と精神保健研究チーム（口腔保健と栄養）

   管理栄養士/博士（食品栄養学）　本
もと

　川
かわ

　佳
けい

　子
こ
　先生

３．演 題 発 表 15 ～ 20 題

４．参 加 者 数  200 名を予定（市民公開講座参加者含む）

５．事  務  局 （問い合わせ・連絡先）
   〒 141-0032 東京都品川区大崎三丁目 6番 21 号
   　　　　　　　　　　　　　ニュー大崎 318 号
   公益社団法人 全国病院理学療法協会　事務局長　青柳　利之
        TEL03-3494-1948　FAX03-3494-1950
   メールアドレス 青柳　利之 dcm9ou5xije8q@4d1.gmobb.jp
        協会事務所 yakuaa@mars.plala.or.jp

６．学 会 役 員
 　学　会　長 小 路 口　憲 常任理事
 　準備委員長 杉 浦  幹 雄 公益社団法人管理部長
 　（会計担当）
 　事 務 局 長 青 柳  利 之 副 会 長
 　準 備 委 員 平 野 五十男 会　　長
 　準 備 委 員 小 川　嗣 人 副 会 長
 　準 備 委 員 野 山　隆 司 理　　事
 　会 計 監 査 中 川　 　保 監　　事
 　会 計 監 査 大内田 義 己 監　　事
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令和５年９月吉日
会　員　各　位

第 72回 　日本理学療法学会
学　会　長　小 路 口　憲
準備委員長　杉 浦　幹 雄
演題管理担当　野 山　隆 司

（公 印 省 略）

第 72 回　日本理学療法学会における
演題の募集のお願い

　初秋の候、会員各位には益々ご健勝にてご活躍のこととお慶び申し上げます。
　この度、第 72 回日本理学療法学会を、協会本部担当にて令和 6年 5 月 19 日に日本教育
会館において開催する運びとなりました。
　つきましては、会員諸氏に日頃の貴重な臨床・研究の成果を発表いただき、会員相互の
知識・技術の向上を図り、実りある学会に致したいと考えております。
　なお、演題募集並びに申し込みにつきましては、下記募集要項に従いお願い申し上げます。
 

【演題募集要項】

１．発　表　演　題 自由演題（未発表のもの）　7分以内
２．発　表　形　式 論文発表及びスライド（パワーポイント）10 コマ程度
３．抄　録　原　稿 投稿ファイル形式はWord横書き、書体はMS明朝、本文800字以 
 内（A4版1頁程度）、フォントサイズ（タイトル16P、本文12P、数字は半角 
 英数字）
４．パワーポイント Office2019 まで使用可能です。
５．原稿等提出方法 演題申込書、抄録原稿、発表論文、パワーポイントは、期日ま 
 でに演題管理担当者へE-mail でご提出ください。
６．提　出　期　日 演題申込　 令和 5年 11 月 30 日（木）
 抄録原稿　 令和 5年 12 月 20 日（水）
 発表論文・パワーポイント　令和６年４月 30 日（火）
７．提　　出　　先 提出先アドレス（野山隆司）E-mail： nhpta-72 ＠ outlook.jp

　　※ 演題発表に関する申込み及び問い合わせ等は、業務の都合上、全てメールでの対応
　　　 とさせていただきます。ご了承ください。
　　　　演題申込書は、協会ホームページからもダウンロードできます。

以上
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令和 年 月 日提出

※ 発表者氏名・施設名には必ず フリガナ をご記入ください。

演 題 名

支 部 名 支部
共同発表者氏名

発表者氏名
フリガナ

勤務先施設名

フリガナ

所属

勤務先住所

〒

自 宅

〒

メールアドレス ：

連 絡 先 勤務先 ・ 自宅 パワーポイント： 有 ・無

連 絡 事 項

※ 以下 事務局記入欄

受 付 番 号
受 付 日 令和 年 月 日 受付者
演 題 番 号
発 表 日 時

第 72 回　日本理学療法学会　
演　題　申　込　書

※ 演題申込書送信先：【演題管理担当 野 山】
      E-mail：nhpta-72@outlook.jp 
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